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CA Technologies 製品リファレンス 

このマニュアルが参照している CA Technologies の製品は以下のとおりで

す。 

■ CA ARCserve® Backup for Windows 
 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web 

サイト（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 

 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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マニュアルの変更点 

本マニュアルでは、前回のリリース以降に、以下の点を更新しています。 

■ 製品およびドキュメント自体の利便性と理解の向上に役立つことを目

的として、ユーザのフィードバック、拡張機能、修正、その他小規模

な変更を反映するために更新されました。 
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第 1 章： CA ARCserve Backup Patch Manager 

について 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

概要 (P. 9) 

CA ARCserve Backup Patch Manager のコンポーネント (P. 11) 

CA ARCserve Backup Patch Manager のガイドライン (P. 13) 

CA ARCserve Backup Patch Manager の動作 (P. 15) 
 

概要 

CA Technologies では、パッチを使用して、改良された製品（発行済みパッ

チ）をユーザに提供します。 パッチは、バグの修正、新たなハードウェ

ア サポートの提供、およびパフォーマンスとセキュリティの向上のため

に使用されます （サービス パックのリリースを CA ARCserve Backup Patch 

Manager によって取得することはできません）。 

これまで、CA ARCserve Backup ユーザは、パッチがリリースされると、そ

れを手動でダウンロードして適用する必要がありました。 また、修正や

パッチがリリースされていないかどうかを確認するために、頻繁に CA 

Technologies サポートの Web サイトにアクセスする必要がありました。 こ

のような作業が、CA ARCserve Backup Patch Manager によって簡略化されま

す。高速かつ容易で信頼性の高いソリューションにより、インストールさ

れた CA ARCserve Backup に最新のパッチと更新が自動的に適用され、常に

最新の状態が保たれます。 CA ARCserve Backup Patch Manager は、Windows 

上で動作する CA ARCserve Backup （およびエージェント）と CA Technologies 

を結ぶリンクであり、インストール済みの CA ARCserve Backup を自動更新

したいすべてのマシンにインストールする必要があります。 
 

CA ARCserve Backup Patch Manager には、以下の機能が用意されています。 

■ 利用可能なすべての新しいパッチをチェックする機能 

■ ダウンロード、インストール、およびアンインストールの実行時に、

重要なパッチの自動チェック、および選択したパッチの依存ルールの

判別をする機能 
 



概要 
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■ 自動的に（重要なパッチのみ）または手動で利用可能なパッチのダウ

ンロードとインストールをトリガする機能 

■ パッチを自動的にダウンロードおよびインストールするためのカスタ

ム スケジュールを指定する機能（重要なパッチに対してのみ） 
 

■ 新しいパッチが利用可能になったとき、ダウンロードされたとき、お

よび/またはインストールされたときに、電子メール通知を自動送信す

る機能（設定している場合） 
 

■ CA ARCserve Backup の現在の状態（インストール済みのパッチ）や、

サーバへのダウンロード、インストール、およびアンインストールを

実行したパッチ履歴を表示するレポートの生成機能。 総合的なレポー

ト機能によって、各種レポートの利用が容易になるため、すべてのマ

シン上のパッチのステータス把握に役立ちます。 
 

■ 特定のパッチについてのツールヒント情報を表示する機能（パッチの

ダウンロード日、インストール日、パッチ タイプなど） 
 

■ 動作が速くて見やすい情報ペインに［アラートおよびメッセージ］を

表示する機能。 この［アラートおよびメッセージ］ペインには、最新

の更新チェック日時、新しいパッチの数などの情報が表示されます。

重要なパッチ、セキュリティの更新、デバイス パッチなどのパッチの

種類も表示されます。  
 

■ CA Technologies サポートの Web サイトで発行されたパッチの Readme 

を表示する機能。 特定のパッチに関する詳しい説明や追加情報につい

ては、テクニカル サポート（http://www.ca.com/jp/support/）にアクセ

スし、オンラインの技術サポートを利用してください。 
 

■ Patch Manager サービスのステータスを GUI で表示する機能 
 

■ クライアントとステージング サーバから CA Technologies のテクニカ

ル サポートに（直接またはプロキシ サーバ経由で）接続するように設

定する機能 
 

 

■ インターネットのアクセスを制限したデータ センター用としてス

テージング サーバを使用する機能 
 

■ ステージング サーバとして展開された CA ARCserve Backup Patch 

Manager が既存の別のステージング サーバを参照する機能 
 

■ プロキシ サーバを使用する機能 
 

https://support.ca.com/irj/portal/anonymous
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■ （必要に応じて）パッチを手動でアンインストールする機能 

■ 自己パッチが利用可能になったとき、CA ARCserve Backup Patch 

Manager が自己更新を実行する機能 

注： CA ARCserve Backup Patch Manager 自身のパッチは［製品］ドロッ

プダウン メニューや［パッチの更新］ペインには表示されません。 こ

れらの自己パッチは常に重要なパッチとみなされ、すべてのアクショ

ン（更新の確認、ダウンロード、インストール）はスケジュールされ

たとおりに自動的に実行されます。 
 

CA ARCserve Backup Patch Manager のコンポーネント 

CA ARCserve Backup Patch Manager は以下のコンポーネントから構成され

ます。 

■ Patch Manager GUI (P. 12) 

■ Patch Manager Service (P. 12) 
 



CA ARCserve Backup Patch Manager のコンポーネント 
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Patch Manager GUI 

Patch Manager GUI（Graphical User Interface）を使用して、パッチのダウン

ロードとインストールの設定およびスケジュールの管理をすることがで

きます。 Patch Manager GUI では、利用可能、ダウンロード済み、および

インストール済みの発行済みパッチのリストが表示され、ステータスが示

されます。 詳細については、「CA ARCserve Backup Patch Manager GUI につ

いて」 (P. 48)を参照してください。 

 
 

Patch Manager Service 

Patch Manager Service（CA ARCserve Backup Patch Manager Service）は、Patch 

Manager のコア エンジンで、GUI や Patch Scheduler からリクエストされた

パッチのダウンロードやインストールを実行します。 また、電子メール

通知の送信も実行します。 Patch Scheduler は Patch Manager Service に不可

欠な構成要素です。 Patch Scheduler は、スケジュールされた時刻に起動し、

利用可能なパッチの自動チェックや自動ダウンロード/インストールをト

リガします。  
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CA ARCserve Backup Patch Manager のガイドライン 

Patch Manager のガイドラインを以下に示します。  

■ CA ARCserve Backup 環境内で、CA ARCserve Backup コンポーネントがイ

ンストールされているマシンに、Patch Manager をインストールできま

す （CA ARCserve Backup が実行されているシステムだけでなく、

Windows ベースのエージェントが実行されているシステムにも、Patch 

Manager をインストールできます）。 

たとえば、1 つの CA ARCserve Backup ドメインには CA ARCserve Backup 

をインストールしたマシンやサーバを複数配置できますが、そのすべ

てに Patch Manager を個別にインストールできます。  

– ステージング サーバは CA ARCserve Backup がインストールされて

いるサーバにインストールする必要はありません。 

注： ステージング サーバは、ダウンロードしたパッチを、CA 

ARCserve Backup クライアントにインストールする前に一時的に保

存する場所として使用するサーバです。  

– クライアントは、CA ARCserve Backup コンポーネントがインストー

ルされているマシン上にインストールする必要があります。 

■ （手動でまたは自動的に）パッチをダウンロードおよびインストール

する場合は、必ず CA ARCserve Backup コンポーネントが動作するマシ

ンに Patch Manager クライアントをインストールしてください。 

■ Patch Manager の各インストールについて、パッチを、ローカルのス

テージング サーバから取得するのか、または、直接 CA Technologies の

テクニカル サポートの Web サイトから取得するのかを設定する必要

があります。 

■ 自動的なパッチのダウンロードおよびインストールは、重要なパッチ

に対してのみ適用されます。  

■ ほかのクライアントがステージング サーバと通信し、パッチをダウン

ロード/インストールできるように、ローカルのステージング サーバ

では HTTP を有効にする必要があります。  

■ 設定によって、Patch Manager がプロキシ サーバ経由で利用可能な

パッチを取得するようにできます。 
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■ ダウンロードするパッチを手動で選択した場合、その依存パッチも選

択されてダウンロードされます （ただし、依存関係にかかわらず、ど

のパッチをダウンロードするかは選択できます）。 スケジュールされ

たリクエストの場合、利用可能な新しいパッチがすべてダウンロード

されます。 この場合、パッチの依存関係はチェックされません。 

■ パッチは、そのすべての依存パッチが正常にインストールされている

場合にのみ、インストールできます。 

■ パッチをアンインストールする前に、Patch Manager はインストールさ

れている依存パッチをチェックします。  

– パッチは、その依存パッチがすでにアンインストールされている

場合にのみ、アンインストールできます。  

– パッチをアンインストールできるのは、そのパッチが、インストー

ルされている別のパッチの前提条件パッチでない場合のみです。 
 



CA ARCserve Backup Patch Manager の動作 

 

第 1 章： CA ARCserve Backup Patch Manager について  15  
 

CA ARCserve Backup Patch Manager の動作 

CA ARCserve Backup Patch Manager を使用すると、利用可能なパッチを収集、

分析、ダウンロード、およびインストールするプロセスを自動化すること

によって、CA ARCserve Backup のパッチや更新を事前に管理できます。 
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サーバに CA ARCserve Backup がインストールされていることが確認され

ると、CA ARCserve Backup Patch Manager は、そのインストールをスキャン

し、どのパッチがインストール済みかを確認して、利用可能な更新と比較

します （利用可能な更新のチェックは、製品のリリースに応じて選別さ

れる場合があります）。 パッチのダウンロードとインストールを、手動

でトリガするか（すべてのタイプのパッチ）、スケジュールを設定して自

動的に実行するか（重要なパッチのみ）を選択できます。  

ステージング サーバは、ダウンロードしたパッチを CA ARCserve Backup ク

ライアントにインストールする前に、一時的に保存する場所として使用で

きます。 CA Technologies サーバからパッチをダウンロードするために、す

べての実稼働サーバをインターネットに接続することが望ましくないと

考えられる場合もあります。 この場合、最初にローカルのステージング 

サーバにパッチをダウンロードし、次に、そのローカルのステージング 

サーバから他の実稼働サーバにパッチをダウンロードすることが可能で

す。 CA ARCserve Backup Patch Manager をインターネットに接続したサーバ

にインストールし、そのサーバにパッチをダウンロードします。 次に、

CA ARCserve Backup がインストールされている実稼働サーバに CA 

ARCserve Backup Patch Manager をインストールし、このローカルのステー

ジング サーバからパッチをダウンロードしてインストールすることが可

能です。 

CA ARCserve Backup Patch Manager には、以下の機能が用意されています。 

■ 利用可能なパッチのチェック（手動またはスケジュール設定による） 

■ CA Technologies からの利用可能なパッチのダウンロード（直接クライ

アントに、またはステージング サーバに） 

■ 正常にダウンロードされたパッチのインストール。 インストール プロ

セスは、パッチがマシン（ステージング サーバまたはクライアント）

にダウンロードされた後、開始します。  

■ 新しいパッチが利用可能なとき、パッチのダウンロードが実行された

とき、パッチのインストールが実行されたときなどのイベント時の電

子メール通知の送信 

■ 現在のステータスおよびインストール済み/アンインストール済み

パッチの履歴に関するレポートの生成 

■ パッチの依存関係のチェック 

■ パッチのアンインストール（必要に応じて） 
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利用可能なパッチのチェック 

CA ARCserve Backup Patch Manager には、利用可能な新しい CA ARCserve 

Backup のパッチや更新を、直接 CA Technologies から、または（設定に応

じて）プロキシ サーバ経由で、チェックする機能があります。 この利用

可能なパッチのチェック機能は、ユーザ インターフェース（GUI）から手

動で、または Patch Scheduler で指定したとおりに自動的にトリガできます。  

トリガされた CA ARCserve Backup Patch Manager は、CA Technologies サポー

トに接続し、利用可能なパッチの情報が含まれたファイルを確認します。 

この利用可能なパッチ情報のファイルが、前回の確認以降に変更されてい

ると判断すると、比較のためにサイトからファイルをダウンロードします。 

その後、この利用可能なパッチの情報が、ダウンロード済みパッチ情報が

含まれた別のファイルと比較され、どの利用可能なパッチが新しく、ダウ

ンロードおよび正常にインストールされていないかが判断されます。  
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■ CA ARCserve Backup Patch Manager は、パッチがまだダウンロードされ

ていないと判断すると、そのパッチに利用可能なパッチのタグを付け

ます。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager は、パッチがすでに正しいチェック

サム値とファイル名で正常にダウンロードされていると判断すると、

物理的な場所にそのパッチが存在するかどうかを確認します。  

– 物理的なファイルが存在せず、インストールされていない場合、

そのパッチに利用可能なパッチのタグを付けます。 

– パッチ ファイルがパッチ リポジトリに（正しいチェックサム、デ

ジタル署名、およびファイル名で）存在する場合、既存のステー

タス（ダウンロード済み）をそのまま維持します。  

– パッチ ファイルは存在しても、ダウンロード済みパッチの情報

（ファイル名およびチェックサム値）が利用可能なパッチの情報

と一致しない場合、そのパッチに利用可能なパッチのタグを付け

ます。 

■ 新しい更新が利用可能になると、電子メール通知が送信されます（設

定している場合）。  
 

ユーザが開始するパッチ更新チェック プロセス 

利用可能なパッチのチェックを自分で開始することを（チェックのスケ

ジュールを指定するのではなく）選択した場合、このタスクのプロセスは

以下のとおりです。 

1. チェックする製品（CA ARCserve Backup）を選択します。 

2. 選択した製品の［更新を確認］ボタンをクリックします。 

利用可能なパッチの情報が CA Technologies サポートからクライアン

トまたはステージング サーバにダウンロードされます（変更があった

場合）。  

3. 利用可能なパッチの情報が、ダウンロード済みパッチの情報が記録さ

れている、ローカルのファイルと比較されます。 

選択した製品の利用可能なすべての CA ARCserve Backup パッチのリス

トが表示されます。 

4. 新しい CA ARCserve Backup のパッチがダウンロード可能になると、電

子メール通知が送信されます（設定している場合）。  
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スケジュールされたパッチ更新チェック プロセス 

利用可能なパッチの自動チェックをスケジュールすることを（ユーザが開

始するチェックを指定するのではなく）選択した場合、このタスクのプロ

セスは以下のとおりです。 

1. CA ARCserve Backup Patch Manager は、設定した自動チェックの時刻に

基づいて、利用可能なパッチのチェックを開始するように Patch 

Scheduler をトリガします。 

利用可能なパッチの情報が CA Technologies サポートからクライアン

トまたはステージング サーバにダウンロードされます（変更があった

場合）。  

2. 利用可能なパッチの情報が、ダウンロード済みパッチとインストール

済みパッチの情報が記録されている、ローカルのファイルと比較され

ます。 

選択した製品の利用可能なすべての CA ARCserve Backup パッチのリス

トが表示されます。 

3. 新しい CA ARCserve Backup のパッチがダウンロード可能になると、電

子メール通知が送信されます（設定している場合）。  
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パッチのダウンロード 

CA ARCserve Backup Patch Manager では、利用可能なパッチおよび更新を、

CA Technologies サポート サーバ（HTTP 経由）から直接ダウンロードする

か、または CA Technologies サポート サーバに接続するよう設定された

ローカルのステージング サーバからダウンロードできます。 このパッチ

のダウンロード機能は、ユーザ インターフェース（GUI）から、または Patch 

Scheduler で指定して自動的に（重要なパッチのみ）、トリガできます。  

注： Patch Manager にリスト表示された特定の CA ARCserve Backup パッチ

の追加情報を取得したい場合は、テクニカル サポート

（http://www.ca.com/jp/support/）を参照してください。 

トリガされた CA ARCserve Backup Patch Manager は、CA Technologies サポー

トに接続し、利用可能なパッチを（利用可能な依存パッチと共に）ダウン

ロードして、保持ディレクトリ（ステージング サーバ上またはクライア

ント上）に保存します。パッチはインストール プロセスの次の段階に進

む指示が出るまで、ここに保存されます （ダウンロードされたパッチが

インストール後に削除されることはありません）。 また、CA ARCserve 

Backup Patch Manager は、ダウンロード済みパッチ情報レポートに最新の

ステータスを反映させます。  

新しいパッチがダウンロードされたことを知らせる電子メール通知が送

信されます（設定している場合）。  

https://support.ca.com/irj/portal/anonymous
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パッチのダウンロード プロセス 

利用可能なパッチのダウンロードを手動で開始した場合も、自動ダウン

ロードをスケジュールした場合も、このタスクのプロセスは以下のように

行われます。 

重要： パッチの自動ダウンロード/インストールにスケジュール日時を指

定する際、スケジュールがほかのアクティブなスケジュール済み CA 

ARCserve Backup ジョブ（バックアップ、リストア、スキャン、マージ、

テープコピーなど）と同時に実行されたり競合したりしないようにしてく

ださい。 パッチによっては、そのインストールが原因で、CA ARCserve 

Backup Services がシャットダウンされる場合や、ジョブが中断される場合

があります。  

注： パッチの自動ダウンロードおよびインストールは、CA ARCserve Backup 

の重要なパッチに対してのみ適用されます。 

1. プロセスがトリガされると、利用可能な新しいパッチ（と依存パッチ）

が、直接 CA Technologies サポート サイトから、または（設定した）プ

ロキシ サーバ経由で、保持ディレクトリにダウンロードされます。 

デフォルトでは次のフォルダにパッチがダウンロードされます： 
X:¥Program Files¥CA¥SharedComponents¥capm 

注： 保持ディレクトリの空き容量がなくなると、利用可能なディスク

容量がないことを表すステータスが［エラー］ タブに表示され、この

状態を知らせます。 

2. 新しい CA ARCserve Backup のパッチがダウンロードされると、電子

メール通知が送信されます（設定している場合）。 

3. レポート タスクが起動され、最新のステータスを反映したパッチのダ

ウンロード レポートが生成されます。 
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パッチのインストール 

CA ARCserve Backup Patch Manager には、正常にダウンロードされた利用可

能なパッチや更新をインストールする機能があります。 このインストー

ル機能は、ユーザ インターフェース（GUI）から、または Patch Scheduler で

指定して自動的に（重要なパッチのみ）、トリガできます。 CA ARCserve 

Backup Patch Manager のパッチは、GUI に表示されません。 こられの自己

パッチは、常に重要なパッチと見なされ、スケジュールされたとおりに自

動的にインストールされます。 

注： Patch Manager にリスト表示された特定の CA ARCserve Backup パッチ

の追加情報を取得したい場合は、テクニカル サポート

（http://www.ca.com/jp/support/）を参照してください。 

トリガされた CA ARCserve Backup Patch Manager は、まず、指定されたパッ

チと併せてインストールする必要がある依存パッチの有無をチェックし

ます。  

■ すべての依存パッチがすでにダウンロードおよびインストールされて

いる場合は、指定されたパッチのインストール プロセスが続行されま

す。 パッチは、保持ディレクトリから、対応するクライアントまたは

ステージング サーバの適用可能な CA ARCserve Backup コンポーネント 

ディレクトリにインストールされます。 

■ インストール対象として選択したパッチに、まだダウンロードしてい

ない前提条件パッチがある場合、まず、前提条件パッチがダウンロー

ドされ、選択したパッチのインストールがそれに続きます。 

ステージング サーバからクライアントへのパッチのインストールを直接

トリガすることはできません。 パッチがステージング サーバからクライ

アントにダウンロードされると、クライアント上でインストール プロセ

スがトリガされます。 
 

https://support.ca.com/irj/portal/anonymous
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新しいパッチがインストールされたことを知らせる電子メール通知が送

信されます（設定している場合）。 さらに、パッチ インストール レポー

トにも最新のステータスが反映されます。  

 
 

パッチのインストール プロセス 

正常にダウンロードされたパッチのインストールを手動で開始した場合

も、自動インストールをスケジュールした場合も、このタスクのプロセス

は以下のとおりです。 

注： パッチの自動ダウンロードおよびインストールは、CA ARCserve Backup 

の重要なパッチに対してのみ適用されます。 

1. プロセスがトリガされると、クライアントまたはステージング サーバ

から正常にダウンロードされたパッチが（依存パッチと共に）インス

トールされます。  

2. 新しい CA ARCserve Backup のパッチがインストールされたことを知ら

せる電子メール通知が送信されます（設定している場合）。 

3. レポート タスクが起動され、最新のステータスを反映したパッチ イン

ストール レポートが生成されます。 
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パッチのインポート 

CA ARCserve Backup Patch Manager では、正常にインストールしたパッチの

更新ステータス情報をインポートできます。 この機能では、CA ARCserve 

Backup のパッチのパッチ情報を、ダウンロード済みのパッチ情報が含まれ

るファイルにインポートし、更新します。 また、Patch Manager を使用せ

ずにインストールしたパッチのパッチ情報もインポートします。 この

パッチのインポート機能は、Patch Manager サービスが開始されると自動

的にトリガされます。 サービスが開始されると、インポートされたパッ

チのステータス情報が Patch Manager サービスによって GUI に送信され、

［パッチの更新］ペインに表示されます。 インポート済みのパッチがア

ンインストールされると、GUI に表示されなくなります。利用可能ではな

くなり、また、ダウンロードもされていないからです。  

注： 手動でインストールされるパッチや、インストールのステータスが 

Patch Manager サービスに戻らないパッチは、インポートされます。 
 

パッチのアンインストール 

CA ARCserve Backup Patch Manager には、選択した製品に正常にインストー

ルされたパッチや更新をアンインストールする機能があります。 このア

ンインストール機能は、ユーザ インターフェース（GUI）から手動でのみ

トリガできます。自動的にアンインストールされるようにスケジュールす

ることはできません。  

トリガされた CA ARCserve Backup Patch Manager は、最初に、指定された

パッチに事前にアンインストールする必要のある依存パッチがないかど

うかをチェックします。 アンインストールできるのは、ほかのインストー

ル済みパッチと依存関係のないパッチのみです。  

■ すべての依存パッチがすでにアンインストールされている場合は、ア

ンインストール プロセスが続行されます。  

■ パッチが別のインストール済みパッチと依存関係にある場合は、依存

パッチを事前にアンインストールする必要があることを示すエラー 

メッセージが表示され、アンインストール プロセスは続行されません。 

依存パッチは強制的にはアンインストールされません。 

パッチのインストール履歴レポートにも「アンインストール済み」ステー

タスが反映されます。  
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パッチのアンインストール プロセス 

インストール済みパッチのアンインストールを選択すると、このタスクの

プロセスは以下のように行われます。 

1. トリガされた CA ARCserve Backup Patch Manager は、選択されたパッチ

をアンインストールします。 

注： 選択されたパッチが、（インストール済みの）別のパッチの前提

条件である場合はアンインストールされません。 

2. レポート タスクが起動され、更新されたパッチのインストール レポー

トが生成されます。 
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電子メール通知 

CA ARCserve Backup Patch Manager には、以下のイベントに対して自動電子

メール通知を送信する機能があります。  

■ 新しいパッチが利用可能になったとき 

■ パッチのダウンロードが完了したとき 

■ パッチのインストールが完了したとき 

CA ARCserve Backup Patch Manager は、インターネット経由で CA 

Technologies からユーザのサーバにこれらの電子メール通知を送信できる

ようにするために、SMTP サーバに（適切な認証情報を使用して）接続し

ます。  

注： サーバが指定されていない場合、デフォルトでは、MX （Mail Exchange）

を使用して同じドメイン内のユーザに電子メール通知を配信します。  
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レポートの生成 

CA ARCserve Backup Patch Manager には、現在のステータスと履歴のステー

タスの両方に関するレポートを生成する機能があります。 CA ARCserve 

Backup Patch Manager のレポート機能は、適用された更新とパッチの追跡

のほか、発生した問題のトラブルシューティングにも役立ちます。  

 

生成可能なレポートは以下のとおりです。 

■ サーバにダウンロードされたパッチ 

■ サーバにインストールされたパッチ（現在または履歴） 
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第 2 章： CA ARCserve Backup Patch Manager 

のインストール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

インストールの前提条件 (P. 29) 

CA ARCserve Backup Patch Manager のインストール (P. 30) 

インストール オプション (P. 34) 

Unicenter Software Delivery を使用した CA ARCserve Backup Patch Manager 

のインストール (P. 43) 

インストール後 (P. 44) 

CA ARCserve Backup Patch Manager のアンインストール (P. 45) 
 

インストールの前提条件 

CA ARCserve Backup Patch Manager をインストールする前に、以下の前提条

件を確認してください。 

■ ローカル サーバをステージング サーバとして使用できます。 CA 

ARCserve Backup Patch Manager をローカル サーバにステージング 

サーバとしてインストールする場合は、このローカルのサーバに 

Microsoft Internet Information Services （IIS） 6.0 以降がインストールさ

れている必要があります。 

ステージング サーバでは、IIS のデフォルトの IIS サイトが利用可能で、

実行中になっている必要があります。  

■ クライアントへのインストールでは、事前に CA ARCserve Backup r12 

SP2 以降のコンポーネントをクライアントにインストールしておく必

要があります。 
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CA ARCserve Backup Patch Manager のインストール 

CA ARCserve Backup Patch Manager をインストールするには、以下の手順に

従います。 

1. CA ARCserve Backup Patch Manager アプリケーションをダウンロードし

た場所を参照し、セットアップ実行可能ファイルをダブルクリックし

てインストール プロセスを開始します。  

デフォルトでは、CA ARCserve Backup Patch Manager は以下の場所にイ

ンストールされます。  

X:¥Program Files¥CA¥Shared Components¥APM¥Patch Manager 
 

2. ウィザードのメッセージに従って、CA ARCserve Backup Patch Manager 

のインストール プロセスを完了します。  
 

3. インストール中に、インストールの種類を選択するよう求められます。 

選択可能なオプションは、［ローカル インストール］、［リモート イ

ンストール］、［レスポンス ファイルの作成］です。  

 

［ローカル インストール］ 

CA ARCserve Backup Patch Manager をローカル コンピュータにイン

ストールします。 
 

［リモート インストール］ 

CA ARCserve Backup Patch Manager をリモート コンピュータにイン

ストールします。 
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［レスポンス ファイルの作成］ 

レスポンス ファイルを作成します。レスポンス ファイルを使用す

ると、インストールする製品のさまざまな環境設定やセットアッ

プ パラメータを保存して、インストール プロセスを簡略化できま

す。 レスポンス ファイルの作成後、サイレント インストールを実

行して複数のコンピュータに同様のインストールを行うことがで

きます。 

デフォルトでは、レスポンス ファイル（setup.icf）は、X:¥Documents 

and Settings¥User Login ID¥My Documents¥Setup.icf に作成されます。 

ただし、［参照］ボタンを使用すると、別の場所にレスポンス ファ

イルを作成できます。 
 

4. インストールが完了すると、製品サービスが Windows サービス コント

ロール マネージャ（SCM）に「CA ARCserve Backup Patch Manager」と

して登録されます。  

注： CA ARCserve Backup Patch Manager を初めてインストールする場合、す

でにインストールされている発行済みパッチの情報のみが Patch Manager 

に自動的にインポートされます。 
 

［ローカル インストール］ 

［ローカル インストール］オプションを使用すると、CA ARCserve Backup 

Patch Manager をローカル コンピュータにインストールできます。 ローカ

ル インストール プロセス中に、以下のオプションを指定するように求め

られます。 

■ サーバ オプションの選択 (P. 34) 

■ 更新オプションの選択 (P. 37) 

■ 電子メール通知オプションの選択 (P. 39) 

■ プロキシ オプションの選択 (P. 40) 
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［リモート インストール］ 

［リモート インストール］オプションを使用すると、CA ARCserve Backup 

Patch Manager をリモート コンピュータにインストールできます。 リモー

ト インストール プロセス中に、以下のオプションを指定するように求め

られます。 

■ リモート インストールを行うコンピュータの選択 (P. 42) 

■ サーバ オプションの選択 (P. 34) 

■ 更新オプションの選択 (P. 37) 

■ 電子メール通知オプションの選択 (P. 39) 

■ プロキシ オプションの選択 (P. 40) 
 



CA ARCserve Backup Patch Manager のインストール 

 

第 2 章： CA ARCserve Backup Patch Manager のインストール  33  
 

サイレント インストール レスポンス ファイルの作成 

［レスポンス ファイルの作成］オプションを使用すると、CA ARCserve 

Backup Patch Manager をコンピュータにインストールするためのレスポン

ス ファイルを作成できます。 レスポンス ファイルは、インストールする

製品のさまざまな環境設定やセットアップ パラメータを保存することに

よって、インストール プロセスを簡略化するテキスト ファイルです。 レ

スポンス ファイルには、各種インストール オプションに対する回答内容

が記録されます。 それぞれの回答は、レスポンス ファイルで特定される

変数の値として格納されます。 

既存のレスポンス ファイルに格納されている値を編集または変更するに

は、［レスポンス ファイルの作成］オプションを使用して CA ARCserve 

Backup Patch Manager セットアップを再起動し、新しい値を選択して、以

前に作成したレスポンス ファイルを上書きする必要があります。  

作成された CA ARCserve Backup Patch Manager のレスポンス ファイル

（setup.icf）は、サイレント インストール中に使用されます。 サイレント 

インストールでは、サイレント インストールのレスポンス ファイルの作

成時に指定した設定値に基づいた自動インストールが可能になります。 

サイレント インストールでは入力は求められませんが、その代わりに実

行時に必要な情報がレスポンス ファイル（setup.icf）から読み取られます。 

サイレント インストールは、複数のコンピュータ上で同様のインストー

ルを実行するときに使用します。  

サイレント インストールを開始するには、以下のコマンドを実行する必

要があります。 

>mastersetup.exe /I:"<setup.icf レスポンス ファイルのパス>" 

レスポンス ファイルを作成するインストール プロセス中に、以下のオプ

ションを指定するように求められます。 

■ サーバ オプションの選択 (P. 34) 

■ 更新オプションの選択 (P. 37) 

■ 電子メール通知オプションの選択 (P. 39) 

■ プロキシ オプションの選択 (P. 40) 
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インストール オプション 

インストール プロセスでは、オプションの指定を要求するさまざまな

ウィザード画面が表示されます。 実行するインストールの種類によって、

表示されるオプション画面は異なります。 
 

サーバの種類の選択 

ローカル コンピュータのサーバの種類を選択します。 利用可能なオプ

ションは、［クライアント］と［ステージング サーバ］です。 選択でき

るオプションは 1 つのみです。 

［クライアント］および［ステージング サーバ］の両方のオプションと

も、パッチのダウンロード パスはデフォルトで「X:¥Program 

Files¥CA¥SharedComponents¥capm」になります。 マシンに利用可能なパッ

チがある場合、パッチのダウンロード後、ダウンロードしたパッチはこの

場所に格納されています。 ［参照］ボタンをクリックして、capm フォル

ダの場所を変更することができます。 デフォルトのダウンロード パスを

変更した場合、新しいサブフォルダ capm が自動的に作成され、そこにパッ

チがダウンロードされます。  

たとえば、デフォルトのパスを c:¥myPatches に変更した場合、パッチは 

c:¥myPatches¥capm フォルダにダウンロードされます。  
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クライアント 

ローカル サーバをクライアントとして使用し、CA ARCserve Backup 

Patch Manager をクライアントに直接インストールするように指定し

ます。 CA ARCserve Backup Patch Manager は、1 つ以上のマシンまたは

サーバにインストール可能で、ステージング サーバまたは CA 

Technologies サポート サーバと通信します。  

クライアント インストールの前提条件として、CA ARCserve Backup 

Patch Manager は CA ARCserve Backup がインストールされているマシ

ンにインストールする必要があります。  

■ CA ARCserve Backup r12 SP2 以降がクライアントにインストールさ

れていることが検出されると、このオプションは利用可能になり

ます。  

■ CA ARCserve Backup r12 SP2 以降がまだクライアントにインストー

ルされていないことが検出されると、このオプションは使用でき

ません。 
 

［クライアント］オプションを選択すると、パッチのダウンロード元

となる CA Technologies サポート サーバ名を指定できます。  

■ ［CA サーバ］（デフォルト オプション）を選択した場合、パッチ

は CA Technologies サポート サーバ ロケーションからダウンロー

ドされます。 

■ ステージング サーバ ロケーションを選択した場合、ステージング 

サーバのホスト名または IP アドレスも指定する必要があります。  

注： 使用しているローカル ホスト マシンをステージング サーバと

して指定することはできません。 ローカル ホスト マシンをステー

ジング サーバとして指定しても、ステージング サーバが自身に接

続してパッチを取得およびダウンロードすることはできないため、

この設定は無効になります。  

パッチは、CA Technologies Web サイトから、指定したステージン

グ サーバ ロケーションにダウンロードされます。 ステージング 

サーバへのパッチのダウンロード完了後に、ステージング サーバ

からクライアントにパッチをダウンロードできます。 
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ステージング サーバ 

ローカル サーバをステージング サーバとして使用し、CA ARCserve 

Backup Patch Manager をステージング サーバに直接インストールする

ように指定します。  

ステージング サーバのインストールの前提条件として、CA ARCserve 

Backup Patch Manager は Microsoft Internet Information Services（IIS）6.0 

以降がすでにインストールされているマシンにインストールする必要

があります。 

■ Microsoft Internet Information Services（IIS）6.0 以降がすでにステー

ジング サーバにインストールされていることが検出されると、こ

のオプションは利用可能になります。  

注： ステージング サーバでは、IIS のデフォルトの IIS サイトが利用

可能で、実行中になっている（［匿名接続を許可する］セキュリ

ティ オプションも正しく選択されている）必要があります。 

■ Microsoft Internet Information Services（IIS）6.0 以降がまだステージ

ング サーバにインストールされていないことが検出されると、こ

のオプションは使用できません。 

HTTP ロケーション ディレクトリ（http://localhost/capm）がステージ

ング サーバ上に自動的に作成され、すべてのパッチがこのディレクト

リの capm フォルダにダウンロードされます。  
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更新オプションの選択 

更新オプションを選択して、パッチ情報の更新方法を指定します。 
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［パッチを自動的にダウンロードおよびインストールする］ 

利用可能な新しい CA ARCserve Backup のパッチを自動的にチェック、

ダウンロード、およびインストールするように指定します。 このオプ

ションを選択すると、ドロップダウン メニュー機能を使用して、この

機能を実行する日（毎日または指定した曜日）と時刻を指定できます。 

このオプションを選択して日時を指定しなかった場合には、デフォル

トで、毎日午後 3 時に自動的にダウンロードおよびインストールを実

行するようスケジュールされます。 

重要： パッチの自動ダウンロード/インストールにスケジュール日時

を指定する際、スケジュールがほかのアクティブなスケジュール済み 

CA ARCserve Backup ジョブ（バックアップ、リストア、スキャン、マー

ジ、テープコピーなど）と同時に実行されたり競合したりしないよう

にしてください。 パッチによっては、そのインストールが原因で、CA 

ARCserve Backup Services がシャットダウンされる場合や、ジョブが中

断される場合があります。  

［利用可能なパッチがあれば自動的にダウンロードする］ 

CA ARCserve Backup の利用可能なパッチがあれば自動的にダウンロー

ドするように指定します。    

［簡易更新の無効化］ 

パッチの自動チェック、ダウンロード、およびインストールの機能を

すべて無効にするように指定します。 このオプションを選択すると、

これらのパッチ機能は手動でのみ開始できます。 

注： パッチの自動ダウンロードおよびインストールは、CA ARCserve Backup 

の重要なパッチに対してのみ適用されます。 
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電子メール通知オプションの選択 

新しいパッチ情報を知らせる方法とタイミングを指定するには、電子メー

ル通知オプションを選択します。  

電子メール通知を受信するために選択可能なオプションは以下のとおり

です。 

■ 更新が存在するとき 

■ パッチのダウンロードの完了時 

■ パッチのインストールの完了時 

複数のオプションを選択できます。 電子メール アドレス（複数も可）も

指定する必要があります。SMTP アドレスの指定は任意です。 複数の電子

メール アドレスを入力するには、各アドレスをセミコロンで区切る必要

があります。 

 
 

［利用可能なパッチがある場合］ 

新しいパッチが利用可能になったときに電子メール通知を受信するよ

うに指定します。  

［ダウンロードの完了時］ 

パッチのダウンロードが完了したときに電子メール通知を受信するよ

うに指定します。 
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［インストールの完了時］ 

パッチのインストールが完了したときに電子メール通知を受信するよ

うに指定します。 

［SMTP サーバ］ 

CA ARCserve Backup Patch Manager からサーバに電子メール通知を送信

するために使用する SMTP サーバのアドレスを指定します。 ［SMTP 

サーバで以下の認証情報を使用する］オプションを選択する場合は、

SMTP サーバの使用に必要な認証情報（ユーザ ID とパスワード）も入

力する必要があります。 設定に際して、パスワードの確認が求められ

ます。 

サーバが指定されていない場合、デフォルトで、MX （Mail Exchange）

を使用して同じドメイン内のユーザに電子メール通知を配信します。 

注： MX レコードは DNS （Domain Name System）にあるリソース レコー

ドの 1 つで、ドメイン内で SMTP （Simple Mail Transfer Protocol）を使

用し、メール交換サーバによってインターネット電子メールをユーザ

へルーティングおよび配信する方法を指定するために使用されます。 
 

プロキシ オプションの選択 

パッチをプロキシ サーバ経由でダウンロードする場合は、使用するプロ

キシ オプションを選択します。 このサーバは、ローカル サーバ（または

ステージング サーバ）が CA Technologies サポート サーバからパッチを取

得する際に経由するサーバです。  
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［インターネットへの接続にプロキシ サーバを使用しない］ 

パッチ情報を取得するために CA Technologies サポートのインター

ネット サイトに接続する際にプロキシ サーバを使用しないことを指

定します。 代わりに（CA ARCserve Backup がインストールされている）

クライアント マシンが、パッチ情報を取得するために CA Technologies 

サポート サイトに直接接続します。 
 

［プロキシ サーバの設定を自動的に検出する］ 

プロキシ サーバの設定を自動的に検出して使用するように指定しま

す。 
 

［以下のプロキシ サーバを使用する］ 

入力したプロキシ サーバ設定を使用するように指定します。 このオプ

ションを選択すると、プロキシ サーバの IP アドレス（またはマシン名）

およびプロキシ サーバがインターネット接続する際に使用される、対

応するポート番号も指定する必要があります。 

［プロキシ サーバで以下の認証情報を使用する］ 

プロキシ サーバを使用する際に認証情報（ユーザ ID とパスワード）が

必要となるように設定します。 設定に際して、パスワードの確認が求

められます。 
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リモート インストールを実行するコンピュータの選択 

CA ARCserve Backup Patch Manager をリモート インストールするコン

ピュータを選択します。 ［コンピュータ名］フィールドに名前を入力す

るか、表示されているリストでコンピュータを選択して［追加］ボタンを

クリックすると、リモート インストール リストにそのコンピュータが追

加されます。 また、［削除］ボタンをクリックし、リモート インストー

ル リストから必要に応じてコンピュータを削除することもできます。 

  

リモート インストールするコンピュータを指定すると、［ログオン］情

報ダイアログ ボックスが表示され、リモート アクセス認証情報（ユーザ

名およびパスワード）の入力が求められます。 
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Unicenter Software Delivery を使用した CA ARCserve Backup Patch 

Manager のインストール 

CA ARCserve Backup Patch Manager をインストールするには、Unicenter 

Software Delivery ジョブの作成時に、あらかじめ生成しておいたレスポン

ス ファイルを指定する必要があります。 

注： レスポンス ファイル作成の詳細については、「サイレント インストー

ル レスポンス ファイルの作成」を参照してください。 

Unicenter Software Delivery を使用して CA ARCserve Backup Patch Manager を

インストールするには、以下の手順に従います。 

1. Unicenter Software Delivery Explorer で、インストール手順を右クリック

します。 インストール先のコンピュータまたはコンピュータのグルー

プにドラッグして、表示されるメニューから［ジョブのスケジュール］

オプションを選択します。 

［ジョブの設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［ジョブ オプション］タブの［ユーザ パラメータ］フィールドに、以

下の構文と引数でレスポンス ファイルを指定します。 

/I:”レスポンス ファイルへのフル パス" 

例： 

/I:”¥¥sdo-server¥sdlib$¥responsefiles¥setup.icf” 

sdo-server 

Unicenter Software Delivery サーバを指定します。 

setup.icf 

MasterSetup.exe を使用して作成されたレスポンス ファイルの名前

を指定します。 

ジョブによって、ターゲット コンピュータ上のインストール プログラ

ムが実行されると、Unicenter Software Delivery サーバに保存したレス

ポンス ファイルから設定情報が読み込まれます。 
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インストール後 

インストール プロセスが完了すると、次の状態になります。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager が［プログラムの追加と削除］ツー

ルの［現在インストールされているプログラム］のリストに追加され

ます。 必要に応じて、CA ARCserve Backup Patch Manager は標準の［プ

ログラムの追加と削除］機能を使ってアンインストールできます。  

■ プログラムのショートカット（Patch Manager）が Start/CA/ARCserve 

Backup Patch Manager ディレクトリに自動的に作成されます。これによ

り、必要に応じて、手動で CA ARCserve Backup Patch Manager を起動し、

利用可能なパッチのチェック、パッチのダウンロード、およびパッチ

のインストールを実行できます。 

■ ステージング サーバを使用した展開では、ステージング サーバ Web 

サイト（http://localhost/capm）が作成され、利用可能なパッチが管理

されます。 

■ レスポンス ファイルを作成した場合、指定したインストール パラメー

タは「setup.icf」ファイルに保存され、以下のコマンドの実行によるサ

イレント インストールで使用されます。 

>mastersetup.exe /I:"<.setup.icf レスポンス ファイルのパス>" 

■ インストールが完了すると、CA ARCserve Backup Patch Manager のエン

トリがレジストリに作成されます。 

■ インストールが成功すると、最後に CA ARCserve Backup Patch Manager 

サービスが作成されます。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager のインストールよりも前にインス

トールされていた発行済みパッチのみがインポートされ、［パッチの

更新］ペインに表示されます。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager のフォルダ構造は以下のとおりです。 

X:¥Program Files¥CA¥Shared Components¥APM¥PatchManager 
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CA ARCserve Backup Patch Manager のアンインストール 

CA ARCserve Backup Patch Manager は標準の［プログラムの追加と削除］機

能を使用してアンインストールできます。 

注： CA ARCserve Backup Patch Manager のアンインストール後も、パッチ ス

テータス ファイルとパッチ履歴ファイルは APM フォルダに残ります。 た

だし、これらのファイルは、CA ARCserve Backup を完全にアンインストー

ルすると削除されます。 
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第 3 章： GUI による CA ARCserve Backup 

Patch Manager の使用 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI について (P. 48) 

［環境設定］ダイアログについて (P. 56) 

利用可能なパッチの手動によるチェック (P. 63) 

手動によるパッチのダウンロード (P. 65) 

手動によるパッチのインストール (P. 68) 

手動によるパッチのアンインストール (P. 71) 

パッチの自動ダウンロードおよびインストール (P. 74) 
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CA ARCserve Backup Patch Manager GUI について 

CA ARCserve Backup Patch Manager を使用する前に、ユーザ インターフェー

スについて理解しておくことをお勧めします。 CA ARCserve Backup Patch 

Manager GUI（Graphical User Interface）では、パッチのチェック、ダウン

ロード、およびインストールについて、その設定、スケジュール、モニタ

リングを管理できます。 ダウンロード、インストール、またはアンイン

ストールされたパッチのリスト（現在または履歴）を表示することもでき

ます。 GUI は、複数の表示ペイン、メニュー、およびオプションで構成さ

れています。  

注： CA ARCserve Backup Patch Manager 自身のパッチは［製品］ドロップダ

ウン メニューや［パッチの更新］ペインには表示されません。 これらの

自己パッチは常に重要なパッチとみなされ、すべてのアクション（更新の

確認、ダウンロード、インストール）はスケジュールされたとおりに自動

的に実行されます。 

 

［設定］メニュー 

［環境設定］ダイアログにアクセスし、対象ジョブに対する CA 

ARCserve Backup Patch Manager の環境設定を指定できます。 この［環

境設定］ダイアログで指定する設定は、インストール ウィザードで以

前に指定した設定、またはデフォルト設定より優先されます。  
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［環境設定］ダイアログの詳細については、「［環境設定］ダイアロ

グについて」 (P. 56)を参照してください。 
 

［レポート］メニュー 

パッチ ステータス レポートを手動で選択して表示できます。 ［レポー

ト］メニューから、インストール済みパッチ（現在または履歴）およ

びダウンロード済みパッチを表示するように指定できます。  

■ ［インストール済み］パッチの［現在］のレポートには、ローカ

ル サーバに現在インストールされているすべての発行済みパッチ

およびテスト修正が表示されます。 

■ ［インストール済み］パッチの［履歴］のレポートには、ローカ

ル サーバに現在インストールされているすべての発行済みパッチ

およびテスト修正に加えて、すでにアンインストールされたすべ

てのパッチの履歴も表示されます。 

■ ［ダウンロード済み］パッチのレポートには、現在までにダウン

ロードされたすべてのパッチが表示されます。 

 
 

［ヘルプ］メニュー 

CA ARCserve Backup Patch Manager ヘルプ システムにアクセスできま

す。 
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［製品］ドロップダウン メニュー 

パッチ情報を取得する CA ARCserve Backup のバージョンを選択できま

す。  

■ CA ARCserve Backup Patch Manager がステージング サーバとしてイ

ンストールされている場合、このドロップダウン メニューには、

サポートされているすべての製品/リリースが表示されます。 

 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager がクライアントとしてインス

トールされている場合、このドロップダウン メニューには、その

マシンに現在インストールされている製品/リリースのみが表示さ

れます。  

 
 

［ステータス］ドロップダウン メニュー 

［パッチの更新］/［エラー情報］ペインに表示するパッチ情報の種類

を選択できます。 ［パッチの更新］タブを選択している場合、選択可

能な［ステータス］オプションは、［すべて］、［利用可能］、［ダ

ウンロード済み］、および［インストール済み］です。 ［エラー］タ

ブを選択している場合、選択可能なオプションは、［すべて］、［エ

ラー］、［ダウンロード エラー］、［インストール エラー］、および

［アンインストール エラー］ です。 デフォルトでは、すべてのパッ

チ情報が表示されます。  
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［パッチの更新］ペイン 

［パッチの更新］タブを選択している場合、対応するステータス（［利

用可能］、［ダウンロード済み］、または［インストール済み］）が

パッチ情報として表示されます。 発行済みパッチ（テスト修正は含み

ません）のみが［パッチの更新］ペインに表示されます。 

重要なパッチ、セキュリティ パッチ、およびデバイス パッチに分類さ

れるパッチは、対応するアイコンによって識別されます。 注： パッチ

名の上にカーソルを合わせると、ヒントのウィンドウが表示されます。  

 
 

パッチ番号が青色で表示されている場合、CA Technologies Support 

Connect の Web サイト上の対応する Readme へのリンクとして機能し

ます。これにより、さらに詳しい情報を入手できます。 リンクとして

使用できない場合、パッチ番号は黒色で表示されます。 

注： ダウンロードまたはインストールするパッチを複数選択するには、

Ctrl キーまたは Shift キーの組み合わせを使用します。 ただし、複数の

パッチの選択は、選択するすべてのパッチのステータス（利用可能、

ダウンロード済み、またはインストール済み）が同じ場合のみ機能し

ます。 複数のダウンロード/インストールは、同時ではなく、順番に

実行されます（前提条件パッチに基づく）。 
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［エラー情報］ペイン 

［エラー］タブを選択している場合、対応する選択したパッチのエラー

情報が表示されます。 

注： 表示されているパッチをダブル クリックすると、問題の詳細な情

報をポップアップ ウィンドウで表示できます。  

 

表示されているパッチをダブル クリックすると、［エラーの詳細］

ウィンドウが表示され、問題の詳細情報を確認できます。  
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［アラートおよびメッセージ］ペイン 

CA ARCserve Backup パッチに関連する情報を示すアラートやメッセー

ジが表示されます。 この表示には、最新の更新チェック日時、利用可

能な重要なパッチ、デバイス パッチ、セキュリティ パッチがあるかど

うかなどの情報が含まれます。 ［アラートおよびメッセージ］ペイン

は、GUI を開くときに自動的に更新されますが、［更新を確認］ボタ

ンをクリックして手動で更新することもできます。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager がステージング サーバとしてイ

ンストールされている場合、このペインには、サポートされてい

るすべての製品/リリースに関するアラートとメッセージが表示さ

れます。 

 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager がクライアントとしてインス

トールされている場合、このペインには、そのマシンに現在イン

ストールされている製品/リリースに関するアラートとメッセージ

のみが表示されます。  
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このペインには、インポートしたパッチの情報と、自己更新ステータ

ス（CA ARCserve Backup Patch Manager の更新ステータス）も表示され

ます。 

注： CA ARCserve Backup Patch Manager 自身のパッチがインストールさ

れる場合、その更新情報は［アラートおよびメッセージ］ペインに表

示されます。 
 

パッチ アイコン 

各ペインにリスト表示されたパッチおよびメッセージには、パッチ タ

イプを表すアイコンが付いています。 

 
 

［更新を確認］ボタン 

CA ARCserve Backup の利用可能な新しいパッチのチェックを手動で開

始できます。  

ボタンをクリックすると、CA ARCserve Backup Patch Manager が CA 

Technologies サポートのインターネット サイトに接続し、利用可能な

パッチのうちでどれが新しく、まだダウンロードおよびインストール

されていないかを判別します。 利用可能なパッチ、ダウンロード済み

パッチ、およびインストール済みパッチがすべて［パッチの更新］ペ

インにリストされます。  

［更新を確認］ボタンは常に有効です。 
 

［ダウンロード］ボタン 

選択したパッチのダウンロードを手動で開始できます。 この［ダウン

ロード］ボタンは、選択したパッチのステータスが「利用可能」の場

合のみ有効です。  

ボタンをクリックすると、CA ARCserve Backup Patch Manager は、まず、

選択されたパッチと併せてダウンロードする必要がある依存パッチの

有無をチェックします。 このパッチのダウンロード依存関係情報が、

対応する［依存関係］画面に表示されます。 

［ダウンロード］ボタンは、「利用可能」なパッチを選択している場

合のみ有効です。 
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［インストール］ボタン 

選択したパッチのインストールを手動で開始できます。 この［インス

トール］ボタンは、選択したパッチのステータスが「ダウンロード済

み」の場合のみ有効です。   

ボタンをクリックすると、CA ARCserve Backup Patch Manager は、まず、

選択されたパッチと併せてインストールする必要がある依存パッチの

有無をチェックします。 このパッチのインストール依存関係情報が、

対応する［依存関係］画面に表示されます。 

［インストール］ボタンは、「ダウンロード済み」パッチを選択して

いる場合のみ有効です。 
 

［アンインストール］ボタン 

選択したパッチのアンインストールを手動で開始できます。 この［ア

ンインストール］ボタンは、選択したパッチのステータスが「インス

トール済み」の場合のみ有効です。   

ボタンをクリックすると、CA ARCserve Backup Patch Manager は、まず、

選択したパッチに、事前にアンインストールが必要な依存パッチがな

いかどうかをチェックします。 アンインストールできるのは、ほかの

インストール済みパッチと依存関係のないパッチのみです。 パッチの

アンインストールが完了すると、ステータスが「ダウンロード済み」

に変わります。 

［アンインストール］ボタンは、「インストール済み」パッチを選択

している場合のみ有効です。 
 

ステータス インジケータ 

実行したアクションの現在のステータスと Patch Manager サービスの

ステータス（準備完了、停止、使用中）が表示されます。 

 

■ 準備完了 - Patch Manager サービスは実行中で、新規リクエストを

処理する準備ができています。 

■ 停止 - Patch Manager サービスは停止しました。 

■ 使用中 - Patch Manager サービスはリクエストを処理しています

（GUI を介した手動処理またはスケジューラを介した自動処理）。 
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［環境設定］ダイアログについて 

［設定設定］ダイアログ ボックスでは、CA ARCserve Backup Patch Manager 

の環境設定の指定や変更が可能です。 通常、環境設定は CA ARCserve 

Backup Patch Manager のインストール プロセス中に指定し、優先させる設

定がほかになければ、すべてのジョブに自動的に適用されます。 この［環

境設定］ダイアログで指定する設定は、インストール ウィザードで以前

に指定した設定、またはデフォルト設定より優先されます。 また、［環

境設定］ダイアログでの設定はグローバルであり、選択した製品すべてに

適用されます。 

［環境設定］ダイアログは、CA ARCserve Backup Patch Manager GUI の［設

定］ドロップダウン メニューから表示できます。 ［環境設定］ダイアロ

グは、3 つのペイン、つまり、［一般設定］、［電子メール設定］、［プ

ロキシ設定］タブで構成されています。 
 

［環境設定］の［一般設定］について 

［環境設定］ダイアログ ボックスの［一般設定］タブでは、そのジョブ

で使用する［ダウンロード サーバ］および［簡易更新］の設定を指定で

きます。  
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CA サーバ 

CA Technologies サポート サーバ上の HTTP ロケーション ディレクトリ

を指定します。 CA ARCserve Backup Patch Manager は、事前に設定した 

HTTP サーバに自動的に接続し、利用可能な新しいパッチをステージン

グ サーバまたはクライアントにダウンロードします。 

注： CA ARCserve Backup Patch Manager では、HTTP による通信のみがサ

ポートされています。 
 

ステージング サーバ 

ステージング サーバとして使用するサーバの HTTP ロケーション アド

レスを指定します。 

このオプションを選択する場合は、ステージング サーバのロケーショ

ン（IP アドレスまたはホスト サーバ名）も指定する必要があります。 

指定したステージング サーバからクライアントにすべてのパッチ情

報とダウンロードが送信されます。 

注： 使用しているローカル ホスト マシンをステージング サーバとし

て指定することはできません。 ローカル ホスト マシンをステージン

グ サーバとして指定しても、ステージング サーバが自身に接続して

パッチを取得およびダウンロードすることはできないため、この設定

は無効になります。  

注： ステージング サーバを設定できない場合、CA Technologies サポー

ト サイトに直接接続できます。 
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［パッチを自動的にダウンロードおよびインストールする］ 

利用可能な CA ARCserve Backup のパッチのチェック、ダウンロード、

およびインストールを自動的に行うように指定します。   

注： パッチの自動ダウンロードおよびインストールは、CA ARCserve 

Backup の重要なパッチに対してのみ適用されます。 

このオプションを選択すると、ドロップダウン メニューから、この機

能を実行する日（毎日または指定した曜日）と時刻をスケジュールで

きます。 このオプションを選択して日時を指定しなかった場合には、

デフォルトで、毎日午後 3 時に自動的にダウンロードおよびインス

トールを実行するようスケジュールされます。 

重要： パッチの自動ダウンロード/インストールにスケジュール日時

を指定する際、スケジュールがほかのアクティブなスケジュール済み 

CA ARCserve Backup ジョブ（バックアップ、リストア、スキャン、マー

ジ、テープコピーなど）と同時に実行されたり競合したりしないよう

にしてください。 パッチによっては、そのインストールが原因で、CA 

ARCserve Backup Services がシャットダウンされる場合や、ジョブが中

断される場合があります。  

注： このオプションは CA ARCserve Backup Patch Manager 自身の更新に

ついては利用できません。 CA ARCserve Backup Patch Manager では、以

下のレジストリ スイッチが提供されています。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA ARCserve 
Backup Patch Manager¥PMDownloadFrequency 

このレジストリ スイッチの値は、Patch Manager サービスの開始時刻

後、いつ CA ARCserve Backup Patch Manager 用のパッチをダウンロード

およびインストールするかを示します。  
 

［適用可能なパッチがある場合、自動的にダウンロードする］ 

CA ARCserve Backup のパッチが利用可能になった場合、1 日以内に自動

的にダウンロードするように指定します。  

注： このオプションは CA ARCserve Backup Patch Manager 自身の更新に

ついては利用できません。 CA ARCserve Backup Patch Manager では、以

下のレジストリ スイッチが提供されています。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA ARCserve 
Backup Patch Manager¥PMDownloadFrequency 

このレジストリ スイッチの値は、Patch Manager サービスの開始時刻

後、いつ CA ARCserve Backup Patch Manager 用のパッチをダウンロード

およびインストールするかを示します。  
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［簡易更新の無効化］ 

パッチの自動チェック、ダウンロード、およびインストールの機能を

すべて無効にするように指定します。 このオプションを選択すると、

CA ARCserve Backup のこれらのパッチ機能は手動でのみ開始できます。 

注： このオプションは CA ARCserve Backup Patch Manager 自身の更新に

ついては利用できません。 CA ARCserve Backup Patch Manager では、以

下のレジストリ スイッチが提供されています。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA ARCserve 
Backup Patch Manager¥PMDownloadFrequency 

このレジストリ スイッチの値は、Patch Manager サービスの開始時刻

後、いつ CA ARCserve Backup Patch Manager 用のパッチをダウンロード

およびインストールするかを示します。  
 

［OK］ボタン 

3 つの各タブで指定した設定をすべて保存し、［環境設定］ダイアロ

グを閉じます。  
 

［リセット］ボタン 

［環境設定］ダイアログの各タブの設定で適用されていない（保存さ

れていない）設定をリセットします。 このボタンは、いずれかの設定

が変更されいて適用されていない（保存されていない）場合のみ有効

になります。 
 

［キャンセル］ボタン 

3 つの各タブで適用されていない（保存されていない）設定をすべて

キャンセルしてリセットし、［環境設定］ダイアログを閉じます。 

［適用］ボタン 

［環境設定］ダイアログの各タブで指定した設定を適用（保存）しま

す。 このボタンをクリックすると、再び設定が変更されて未適用（未

保存）状態になるまで、［リセット］ボタン（および［適用］ボタン）

は使用できなくなります。  
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［環境設定］の［電子メール設定］について 

［環境設定］ダイアログの［電子メール設定］タブでは、新しいパッチの

情報を通知する方法とそのタイミングを指定できます。 

電子メール通知を受信するために選択可能なオプションは以下のとおり

です。 

■ 更新が存在するとき 

■ パッチのダウンロードの完了時 

■ パッチのインストールの完了時 

複数のオプションを選択できます。 電子メール アドレス（複数も可）も

指定する必要があります。SMTP アドレスの指定は任意です。 複数の電子

メール アドレスを入力するには、各アドレスをセミコロンで区切る必要

があります。 

 
 

［電子メール通知の送信条件： 更新が存在するとき］ 

新しいパッチが利用可能になったときに電子メール通知を受信するよ

うに指定します。  

［電子メール通知の送信条件： ダウンロードの完了時］ 

パッチのダウンロードが完了したときに電子メール通知を受信するよ

うに指定します。 
 

［電子メール通知の送信条件： インストールの完了時］ 

パッチのインストールが完了したときに電子メール通知を受信するよ

うに指定します。 
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SMTP サーバ 

CA Technologies からユーザのサーバに電子メール通知を送信するため

に使用する SMTP サーバのアドレスを指定します。 ［SMTP サーバで以

下の認証情報を使用する］オプションを選択する場合は、SMTP サーバ

の使用に必要な認証情報（ユーザ ID とパスワード）も入力する必要が

あります。 

サーバが指定されていない場合、デフォルトで、MX （Mail Exchange）

を使用して同じドメイン内のユーザに電子メール通知を配信します。 

注： MX レコードは DNS （Domain Name System）にあるリソース レコー

ドの 1 つで、ドメイン内で SMTP （Simple Mail Transfer Protocol）を使

用し、メール交換サーバによってインターネット電子メールをユーザ

へルーティングおよび配信する方法を指定するために使用されます。 
 

［環境設定］の［プロキシ設定］について 

［環境設定］ダイアログの［プロキシ設定］タブでは、プロキシ サーバ

経由でパッチをダウンロードするかどうかを指定できます。 このサーバ

は、ローカル サーバ（またはステージング サーバ）が HTTP サーバからパッ

チを取得する際に経由するサーバです。  

 

［インターネットへの接続にプロキシ サーバを使用しない］ 

パッチ情報を取得するために CA Technologies サポートのインター

ネット サイトに接続する際にプロキシ サーバを使用しないことを指

定します。 代わりに（CA ARCserve Backup がインストールされている）

クライアント マシンが、パッチ情報を取得するために CA Technologies 

サポートのインターネット サイトに直接接続します。 これはデフォル

トの設定です。 
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［プロキシ サーバの設定を自動的に検出する］ 

設定済みのプロキシ サーバ設定を自動的に検出して使用するように

指定します。  

（プロキシ サーバの設定は、Internet Explorer の［インターネット オ

プション］-［接続］-［LAN の設定］ダイアログから設定および確認で

きます）  
 

［以下のプロキシ設定を使用］ 

入力したプロキシ サーバ設定を使用するように指定します。 このオプ

ションを選択すると、プロキシ サーバの IP アドレス（またはマシン名）

およびプロキシ サーバがインターネット接続する際に使用される、対

応するポート番号も指定する必要があります。 

［プロキシ サーバで以下の認証情報を使用する］ 

プロキシ サーバを使用する際に認証情報（ユーザ ID とパスワード）が

必要となるように設定します。 設定に際して、パスワードの確認が求

められます。 
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利用可能なパッチの手動によるチェック 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI から、まだダウンロードしていない

利用可能なパッチを手動でチェックできます。 

利用可能なパッチのチェック 

1. CA ARCserve Backup Patch Manager GUI を起動します（［すべてのプロ

グラム］-［CA］-［ARCserve Backup Patch Manager］-［Patch Manager］）。 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI に、ダウンロードできるすべて

のパッチのリストが表示されます。 

 

2. ［更新を確認］をクリックし、利用可能なパッチで、リストにないも

のがあるかどうかを手動でチェックします。  

CA ARCserve Backup Patch Manager は、CA Technologies サポート サイト

に接続し、利用可能なすべての CA ARCserve Backup パッチの比較

チェックを実行して、どの利用可能なパッチが新しく、まだダウンロー

ドされていないかを判断します。 

注： Patch Manager にリスト表示された特定の CA ARCserve Backup パッ

チの追加情報を取得したい場合は、テクニカル サポート

（http://www.ca.com/jp/support/）を参照してください。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager は、パッチがまだダウンロード

されていないと判断すると、そのパッチに利用可能なパッチのタ

グを付けます。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager は、パッチがすでに正常にダウ

ンロードされていると判断すると、物理的な場所にパッチが存在

するかどうかを確認します。  

https://support.ca.com/irj/portal/anonymous
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– 物理的なファイルが存在せず、インストールされていない場合、

そのパッチは新しいパッチまたは利用可能なパッチとしてタ

グが付けられます。 

– パッチ ファイルが物理的な場所に（正しいチェックサムとファ

イル名で）存在する場合、そのパッチはダウンロード済みパッ

チとしてタグが付けられます。  

– パッチ ファイルは存在しても、そのパッチのファイル名と

チェックサムの値が同じファイルと一致しない場合、そのパッ

チには利用可能なパッチのタグが付けられます。 
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手動によるパッチのダウンロード 

利用可能なパッチは、CA ARCserve Backup Patch Manager GUI を使用して手

動でダウンロードできます。 

パッチのダウンロード 

1. CA ARCserve Backup Patch Manager GUI を起動します（［すべてのプロ

グラム］-［CA］-［ARCserve Backup Patch Manager］-［Patch Manager］）。 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI に、ダウンロードできるすべて

のパッチのリストが表示されます。 ［パッチの更新］ペインには、リ

ストされているすべてのパッチのパッチ ID、説明、日付、サイズ（KB）、

ステータスが表示されます。 

注： Patch Manager にリスト表示された特定の CA ARCserve Backup パッ

チの追加情報を取得したい場合は、テクニカル サポート

（http://www.ca.com/jp/support/）を参照してください。 

 

2. ダウンロードするパッチを選択し、［ダウンロード］をクリックしま

す。 

注： ダウンロードまたはインストールするパッチを複数選択するには、

Ctrl キーまたは Shift キーの組み合わせを使用します。 ただし、複数の

パッチの選択は、選択するすべてのパッチのステータス（利用可能、

ダウンロード済み、またはインストール済み）が同じ場合のみ機能し

ます。 複数のダウンロード/インストールは、同時ではなく、順番に

実行されます（前提条件パッチに基づく）。 

https://support.ca.com/irj/portal/anonymous
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CA ARCserve Backup Patch Manager は、ダウンロードが必要な依存パッ

チが、選択したパッチにないかどうかをまずチェックします。 ダウン

ロード時に依存関係をチェックする目的は、利用可能なすべての依存

パッチがダウンロード済みまたはインストール済みであることを確認

することです （ダウンロードするパッチが選択されると、その依存

パッチが選択されていない場合でも、CA ARCserve Backup Patch 

Manager は自動的にすべての依存パッチを選択してダウンロードしま

す）。 

［依存関係］画面に、ダウンロードするように選択したパッチとそれ

らの依存パッチがリストされます。  

 

3. ［今すぐダウンロード］をクリックし、利用可能なパッチをダウンロー

ドします。 

［ダウンロード］画面に、パッチのダウンロード ステータスが表示さ

れます。  

注： デフォルトでは、次のフォルダにパッチがダウンロードされます： 
X:¥Program Files¥CA¥SharedComponents¥capm 
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4. ［OK］をクリックして［ダウンロード］画面を閉じます。 

ダウンロード プロセス中に、選択しているパッチをダブルクリックす

ると、現在のステータス（進捗率）が表示されます。 

ダウンロード プロセスが完了すると、パッチ/更新のダウンロード レ

ポートが更新され、［パッチの更新］ペインのパッチのステータスが

「ダウンロード済み」になります。 ダウンロード済みパッチは、指定

した Patch Manager のダウンロード フォルダに保存されます。これら

のパッチは、インストール後も削除されません。  

パッチのダウンロードが完了すると、電子メール通知が送信されます

（設定している場合）。  
 

5. 以下のいずれかの状況が生じると、パッチのダウンロードは失敗する

ことがあります。 

■ 「利用可能」と表示されているパッチが、ステージング サーバに

存在しない。 

■ ダウンロード フォルダに十分な空き容量がない。 

■ ネットワークの障害  

■ ボリューム クオータの障害 

ダウンロードが失敗した場合は、［エラー］タブおよび APMLog.log 

ファイルを確認して、考えられる原因と詳細を調べます。 
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手動によるパッチのインストール 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI から、すでにダウンロードしている

パッチを手動でインストールできます。 

パッチのインストール 

1. CA ARCserve Backup Patch Manager GUI を起動します（［すべてのプロ

グラム］-［CA］-［ARCserve Backup Patch Manager］-［Patch Manager］）。 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI に、インストールできるダウン

ロード済みパッチがすべてリスト表示されます。 ［パッチの更新］ペ

インには、リストされているすべてのパッチのパッチ ID、説明、日付、

サイズ（KB）、ステータスが表示されます。 

注： Patch Manager にリスト表示された特定の CA ARCserve Backup パッ

チの追加情報を取得したい場合は、テクニカル サポート

（http://www.ca.com/jp/support/）を参照してください。 

 

2. インストールするパッチを選択し、［インストール］をクリックしま

す。 

注： ダウンロードまたはインストールするパッチを複数選択するには、

Ctrl キーまたは Shift キーの組み合わせを使用します。 ただし、複数の

パッチの選択は、選択するすべてのパッチのステータス（利用可能、

ダウンロード済み、またはインストール済み）が同じ場合のみ機能し

ます。 複数のダウンロード/インストールは、同時ではなく、順番に

実行されます（前提条件パッチに基づく）。 

https://support.ca.com/irj/portal/anonymous


手動によるパッチのインストール 

 

第 3 章： GUI による CA ARCserve Backup Patch Manager の使用  69  
 

CA ARCserve Backup Patch Manager は、インストールが必要な依存パッ

チが、選択したパッチにないかどうかをまずチェックします。 パッチ

のインストール時に依存関係をチェックする目的は、利用可能なすべ

ての依存パッチが正常にインストール済みまたはダウンロード済みで

あることを確認することです。 
 

［依存関係］画面に、インストールするように選択したパッチとそれ

らの依存パッチのリストが表示されます。  

■ すべての依存パッチがすでにダウンロードおよびインストールさ

れている場合は、選択したパッチのインストール プロセスが続行

されます。  

■ 依存パッチがまだダウンロードされていない場合は、依存パッチ

が必要であることを示すエラー メッセージが表示され、インス

トール プロセスは中断されます。 
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3. ［今すぐインストール］をクリックし、パッチをインストールします。 

［インストール］画面に、パッチのインストール ステータスが表示さ

れます。 

 

4. ［OK］をクリックして［インストール］画面を閉じます。 

インストール プロセス中に、選択しているパッチをダブルクリックす

ると、現在のステータス（進捗率）が表示されます。 

パッチのインストール プロセスが完了すると、パッチ/更新のインス

トール レポートが更新され、［パッチの更新］ペインのパッチのス

テータスが「インストール済み」になります。 ダウンロード済みパッ

チは、指定した Patch Manager のダウンロード フォルダに保存されま

す。これらのパッチは、インストール後も削除されません。 

5. パッチのインストールが完了すると、電子メール通知が送信されます

（設定している場合）。  

6. パッチのインストールを有効にするために再起動が必要な場合は、す

ぐに再起動するかどうかを指定するメッセージが表示されます。   

7. パッチ インストールが失敗した場合は、［エラー］タブおよび 

APMLog.log ファイルを確認して、考えられる原因と詳細を調べます。
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手動によるパッチのアンインストール 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI から、すでにインストールしている

パッチを手動でアンインストールできます。 パッチのアンインストール

は、GUI から手動でのみ開始できます（パッチのアンインスールの自動ス

ケジュールはサポートされていません）。 さらに、アンインストールす

るパッチは 1 つずつしか選択できません（アンインストールでは、複数の

パッチの選択はサポートされていません）。 

パッチのアンインストール 

1. CA ARCserve Backup Patch Manager GUI を起動します（［すべてのプロ

グラム］-［CA］-［ARCserve Backup Patch Manager］-［Patch Manager］）。 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI に、アンインストールできるイ

ンストール済みのすべてのパッチのリストが表示されます。 
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2. アンインストールするパッチを選択し、［アンインストール］ボタン

をクリックします。 

CA ARCserve Backup Patch Manager は、アンインストールが必要な依存

パッチが、選択したパッチにないかどうかをまずチェックします。  

［依存関係］画面に、アンインストールするように選択したパッチと

それらの依存パッチのリストが表示されます。 

■ すべての依存パッチがすでにアンインストールされている場合は、

選択されたパッチのアンインストール プロセスが続行されます。  

■ 依存パッチがまだアンインストールされていない場合は、依存

パッチがインストールされたままであることを示すエラー メッ

セージが表示され、アンインストール プロセスは中断します。 
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3. ［今すぐアンインストール］をクリックし、パッチをアンインストー

ルします。 

［アンインストール］画面に、パッチのアンインストール ステータス

が表示されます。 

注： ［アンインストール］画面に表示されているパッチを 1 つも選択

せずに［今すぐアンインストール］ボタンをクリックすると、［いず

れかのパッチを選択してから、アンインストールしてください。］と

いうポップアップ ウィンドウが表示されます。 

 

4. ［OK］をクリックして［アンインストール］画面を閉じます。 

アンインストール処理が完了すると、そのパッチのエントリは、パッ

チ/更新のインストール現在レポートから削除され、パッチ/更新のイ

ンストール履歴レポートに「アンインストール済み」のステータスで

追加されます。［パッチの更新］ペインのパッチ ステータスは［ダウ

ンロード済み］になります。 

重要： CA ARCserve Backup Patch Manager では、履歴ファイルを保存し

ておき、対象パッチがインストールされているかどうかを判別します。 

そのため、パッチのステータスが正しく記録されるように、パッチの

アンインストールには必ず CA ARCserve Backup Patch Manager を使用

してください。  

5. パッチのアンインストールが失敗した場合、［エラー］タブを確認し

て、APMlog.log に記録されている、可能性のある原因と詳細を調べま

す。 
 



パッチの自動ダウンロードおよびインストール 
 

74  ユーザ ガイド 
 

パッチの自動ダウンロードおよびインストール 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI を使用して、新しいパッチのチェッ

ク、CA Technologies サポートのインターネット サイトからのパッチのダウ

ンロード、ダウンロード済みパッチのシステムへのインストールを自動で

実行できます。 （パッチの自動アンインストールはサポートされていな

いため、GUI から手動でトリガする方法しかありません）。  

注： パッチの自動ダウンロードおよびインストールは、CA ARCserve Backup 

の重要なパッチに対してのみ適用されます。 

注： CA ARCserve Backup Patch Manager のパッチはすべて重要なパッチとみ

なされます。 

これらのタスクを CA ARCserve Backup Patch Manager で自動的に実行する

プロセスは手動で実行する場合と同じですが、どのタスクも事前に設定さ

れた日時にトリガされる点が異なります。 これらの自動機能の設定は、

CA ARCserve Backup Patch Manager のインストール プロセス中に指定でき

るほか、CA ARCserve Backup Patch Manager のインストール後は［環境設定］

ダイアログから指定できます。 ［環境設定］ダイアログの詳細について

は、「［環境設定］ダイアログについて」 (P. 56)を参照してください。 

ただし、パッチが CA ARCserve Backup エージェント用のもので、対象マシ

ンにエージェントがインストールされていない場合、パッチの自動ダウン

ロードおよびインストールのプロセス中に、インストール エラーが発生

します。 たとえば、CA ARCserve Backup Patch Manager でパッチの自動ダウ

ンロードおよびインストールが設定されていて、CA Technologies サポート 

サイトで Agent for Oracle の新しいパッチが利用可能になった場合、CA 

ARCserve Backup Patch Manager は自動的にこの Oracle パッチを対象マシ

ンにダウンロードおよびインストールしようとします。 このとき対象マ

シンに Oracle 関連のコンポーネントがインストールされていないと、イン

ストールの失敗に関するエラーが報告されます。  

CA ARCserve Backup Patch Manager がパッチを自動的にダウンロード/イン

ストールするように設定している場合、新しいパッチが利用可能になると、

処理を続行するか、次のスケジュールに延期するかのいずれかを選択する

ように求められます。 5 分以内に確認メッセージに応答しないと、ジョブ

が続行されます。 
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電子メール通知を設定している場合は、パッチの自動ダウンロードおよび

インストールが完了したときに、電子メール通知が送信されます。  

パッチのインストールによって再起動が必要になった場合は、以下の処理

が実行されます。 

■ 電子メール通知が有効になっていれば、その状況について電子メール

で通知されます。 その場合、パッチのインストール後に、手動でマシ

ンを再起動する必要があります。 

■ 電子メール通知が有効になっていなければ、APMLog.log でパッチのス

テータスを確認する必要があります。 再起動が必要な場合は、その

パッチにはマシンの再起動が必要であることがログ ファイルに示さ

れます。 その場合、パッチのインストール後に、手動でマシンを再起

動する必要があります。 
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第 4 章： CA ARCserve Backup Patch Manager 

のトラブルシューティング 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

トラブルシューティングの概要 (P. 77) 

Patch Manager のトラブルシューティング (P. 78) 
 

トラブルシューティングの概要 

問題が検出されると、問題の特定や解決に役立つメッセージが、CA 

ARCserve Backup Patch Manager によって生成されます。 これらのメッセー

ジは、Patch Manager アクティビティ ログ（APMLog.log）または Patch 

Manager UI ログ（CAPMUILog.log）に記録され、X:Program 

Files¥CA¥SharedComponents¥APM¥Patch Manager で確認することができま

す。 

対処しようとする方法が正しくない場合、通常 CA ARCserve Backup Patch 

Manager は、問題の特定や迅速な解決に役立つポップアップ メッセージを

表示します。  

 

さらに、CA ARCserve Backup Patch Manager GUI の［エラー］ペインからも、

対応するパッチの関連エラーを表示できます。 
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Patch Manager のトラブルシューティング 

このセクションでは、CA ARCserve Backup Patch Manager の代表的な問題と、

その原因および解決策について説明します。 
 

ネットワーク エラーのトラブルシューティング 

HTTP サービス（ステージング サーバ）がダウンしている、または利用できない。 

■ HTTP サービスを開始します。 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 

ネットワークに接続していない。 

■ ネットワークに接続します。 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 

接続がタイムアウトした。 

■ 再度ネットワークに接続を試みます。 

■ 必要な HTTP サービスが起動され、実行中であることを確認します。 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 
 

サービス エラーのトラブルシューティング 

CA ARCserve Backup Patch Manager Service が開始されていない。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager Service を開始します。 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 

CA ARCserve Backup Patch Manager Service がインストールされていない。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager Service をインストールし、開始

します。 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 
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環境設定エラーのトラブルシューティング 

APMSettings.Ini ファイルが存在しないか、破損している。 

■ 製品を再インストールします。 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 

注： APMSettings.Ini ファイルは次のディレクトリにあります。
X:Program Files¥CA¥SharedComponents¥APM¥Patch Manager 

APMclient.Xml ファイルが存在しないか、破損している。 

■ 製品を再インストールします。 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 

注： APMclient.Xml ファイルは次のディレクトリにあります。X:Program 
Files¥CA¥SharedComponents¥APM¥Patch Manager 

AlreadyDownloadedPatchinfo.Xml ファイルが存在しないか、破損している。 

■ 製品を再インストールします。 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 

注： AlreadyDownloadedPatchinfo.Xml ファイルは、次のディレクトリに

あります。X:Program Files¥CA¥SharedComponents¥APM¥Patch 

Manager¥CA ARCserve Backup または X:Program 
Files¥CA¥SharedComponents¥APM¥Patch Manager¥CA ARCserve Backup 
Patch Manager 

 
 



Patch Manager のトラブルシューティング 
 

80  ユーザ ガイド 
 

再試行のタイムアウト 

■ APMSettings.INI ファイルで再試行のオプション値を変更します。 

[DOWNLOADCONFIG] 

RetryCount=  

デフォルトの試行回数は 3 です。 指定できる試行数の範囲は、1 ～ 

5 です。 

TimeOutForEachTry= 

分単位で指定します。 デフォルト値は 60 分です。 

PacketCount= 

デフォルトのパケット数は 16 です。各パケットのサイズは、1 KB 

です。 指定できるパケット数の範囲は、4 ～ 64 です。 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。  
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パッチ ダウンロードの失敗 

ネットワーク エラー 

「ネットワーク エラーのトラブルシューティング」 (P. 78)を参照して

ください。 

サービス エラー 

「サービス エラーのトラブルシューティング」 (P. 78)を参照してくだ

さい。 

環境設定エラー 

「環境設定エラーのトラブルシューティング」 (P. 79)を参照してくだ

さい。 

ディスク容量の不足 

■ ディスク空き容量を増やします。 

■ ダウンロード ロケーションを別のドライブに設定し、既存の capm 

フォルダを新しく設定した場所にコピーします。  

注： デフォルトでは、次のフォルダにパッチがダウンロードされま

す： X:¥Program Files¥CA¥SharedComponents¥capm 

以下のレジストリ キーを新しいロケーションに更新します。  

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA ARCserve Backup Patch 

Manager¥PATCHESROOT 

■ 詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 
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［更新を確認］の失敗 

詳細を、APMLog.log ファイルで確認します。 

ネットワーク エラー 

「ネットワーク エラーのトラブルシューティング」 (P. 78)を参照して

ください。 

サービス エラー 

「サービス エラーのトラブルシューティング」 (P. 78)を参照してくだ

さい。 

環境設定エラー 

「環境設定エラーのトラブルシューティング」 (P. 79)を参照してくだ

さい。 
 

パッチ インストールの失敗 

サービス エラー 

「サービス エラーのトラブルシューティング」 (P. 78)を参照してくだ

さい。 
 

電子メール通知が届かない 

■ 正しい電子メール通知設定オプションが適用できているか確認します。 

詳細については、「［環境設定］の［電子メール設定］について」 (P. 

60)を参照してください。 

■ SMTP サーバ名などのフィールドに入力した認証情報が正しいことを

確認します。 

■ 詳細を、Patch Manager のホーム フォルダにある SMTP.LOG で確認しま

す。 

■ 電子メール アドレスを確認します。 

■ 問題が解決しない場合は、CA サポート（http://ca.com/jp/support）に

アクセスして、テクニカル サポートの所在地とサービス時間、電話番

号をご確認ください。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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インストール時に、［クライアント］オプションまたは［ステージング サーバ］オプションが無効に

なっている 

■ ［クライアント］オプションは、CA ARCserve Backup for Windows（r12 

SP2 以降）、またはその Windows プラットフォーム オプションの 1 つ

がシステムにインストールされている場合にのみ、有効になります。 

■ ［ステージング サーバ］オプションは、Microsoft Internet Information 

Services （IIS） 6.0 以降がインストールされ、HTTP サイトが設定されて

いる場合にのみ、有効になります。 
 

［パッチを自動的にダウンロードおよびインストールする］オプションを選択しているのに、パッ

チ インストールに失敗する 

パッチを自動的にダウンロードおよびインストールするオプションが選

択されている場合、CA ARCserve Backup Patch Manager はダウンロード済み

のすべてのパッチのインストールを試みます。 1 つ以上のパッチが特定の

コンポーネントのためのもので、そのコンポーネントがシステムにインス

トールされていない場合は、パッチ インストールは失敗し、失敗のステー

タスを返します。 
 

CA ARCserve Backup Patch Manager によって、 CA ARCserve Backup のジョブが失敗する 

重要： パッチの自動ダウンロード/インストールにスケジュール日時を指

定する際、スケジュールがほかのアクティブなスケジュール済み CA 

ARCserve Backup ジョブ（バックアップ、リストア、スキャン、マージ、

テープコピーなど）と同時に実行されたり競合したりしないようにしてく

ださい。 パッチによっては、そのインストールが原因で、CA ARCserve 

Backup Services がシャットダウンされる場合や、ジョブが中断される場合

があります。  

■ CA ARCserve Backup ジョブのスケジュールが CA ARCserve Backup Patch 

Manager の自動インストールのスケジュールと競合していないことを

確認します。 CA ARCserve Backup Patch Manager では、パッチのダウン

ロードおよびインストールの自動スケジュール時刻に、ほかにアク

ティブなジョブや実行中の CA ARCserve Backup 処理があるかどうかを

チェックしません。  

■ 問題が解決しない場合は、CA サポート（http://ca.com/jp/support）に

アクセスして、テクニカル サポートの所在地とサービス時間、電話番

号をご確認ください。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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パッチ ダウンロード時に、無効な署名エラーが報告される 

選択したパッチがまだ CA Technologies サポート サーバにアップロードさ

れていません。 CA ARCserve Backup Patch Manager では、受け取ったパッチ

が正規のものであるかどうかを確認します。 この確認が特定のパッチで

失敗した場合、そのモジュールは削除され、ダウンロードは失敗となり、

無効な署名が検出されたことを報告する［問題の原因］が表示されます。 
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［更新を確認］が何度も失敗する 

■ パッチ ダウンロード用として選択したサーバが正しく設定されてい

ることを確認します。 詳細については、「［環境設定］の［一般設定］

について」 (P. 56)を参照してください。 

■ CA Technologiesサポート サーバから直接パッチをダウンロードするオ

プションを選択している場合は、Patch Manager のログ（APMLog.log）

を参照します。 

■ ステージング サーバからパッチをダウンロードするオプションを選

択している場合は、そのステージング サーバ上にあるデフォルトの 

Web サイトを参照できるかどうかを確認します。  

デフォルトの Web サイトを参照できない場合、IIS のインストールが不

完全であるか適切でない可能性があります。 IIS が正しくインストール

されていることを確認してください。 

■ CA ARCserve Backup Patch Manager がプロキシ設定を使用するよう設定

されている場合は、プロキシの認証情報が正しく入力されていること

を確認します。 詳細については、「［環境設定］の［プロキシ設定］

について」 (P. 61)を参照してください。 

■ ステージング サーバからパッチをダウンロードするオプションを選

択している場合は、そのステージング サーバが適切なポートを使用し

て通信していることを確認します。 ポート番号が正しくない場合、

エージェント側で以下の手順を実行します。 

1. APMSettings.ini ファイルを開きます。 

注： APMSettings.Ini ファイルは以下のディレクトリにあります。  

X:Program Files¥CA¥SharedComponents¥APM¥Patch Manager 

2. [DownloadServer] の下で、ポートの値を、ステージング サーバが使

用している正しいポート番号に変更します。 

■ 問題が解決しない場合は、CA サポート（http://ca.com/jp/support）に

アクセスして、テクニカル サポートの所在地とサービス時間、電話番

号をご確認ください。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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CA ARCserve Backup Patch Manager が、ステージング サーバとしてインストールされているか、ク

ライアントとしてインストールされているかわからない 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI から、ヘルプ メニューにアクセスし、

［バージョン情報］を選択します。 

「This is a Staging Server」というメッセージが表示されれば、CA ARCserve 

Backup Patch Manager はステージング サーバとしてインストールされて

います。 このメッセージが表示されなければ、クライアントとしてイン

ストールされていることになります。 
 

CA ARCserve Backup Patch Manager が自動的に自己更新を実行しているかどうかわからない 

CA ARCserve Backup Patch Manager GUI から、ヘルプ メニューにアクセスし、

［バージョン情報］を選択します。 

現在インストールされているビルド番号を確認して、CA ARCserve Backup 

Patch Manager が更新されているかどうかを判断します。 
 

以前インストールしたパッチが CA ARCserve Backup Patch Manager にリスト表示される 

パッチを手動でインストールし、その後 CA ARCserve Backup Patch Manager 

をインストールした場合は、以前インストールした発行済みパッチは 

Patch Manager GUI にリスト表示されます。 
 

インストールの前に、パッチの説明が欲しい 

インストールする前に、特定のパッチに関する詳しい説明や追加情報が必

要な場合は、テクニカル サポート（http://www.ca.com/jp/support/）にア

クセスし、オンラインの技術サポートを利用してください。 
 

https://support.ca.com/irj/portal/anonymous
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Patch Manager のアップグレード中に環境設定がリストアされない 

CA ARCserve Backup Patch Manager のアップグレード中に環境設定がリス

トアされなかった場合、以下の手順に従って、手動で APMsettings.INI と 

PU.dat のファイルを元の場所にコピー（リストア）できます。 

1. 以下の場所から APMsettings.INI と PU.dat のファイルをコピーします。 

「ProgramFiles¥CA¥SharedComponents¥capm¥capmconfig.F86757112A45

42daB576BC34469DBDD1」  

2. コピーされたこれらの APMsettings.INI と PU.dat のファイルを以下の

場所にリストアします。 

「ProgramFiles¥CA¥SharedComponents¥capm¥PatchManager」 

注： 64 ビット マシンでは、「ProgramFiles」は「Program Files (x86)」に置

き換えられます。 
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Patch Manager のアップグレード中にパッチ情報がリストアされない 

CA ARCserve Backup Patch Manager のアップグレード中に、パッチ情報がリ

ストアされなかった場合、以下の手順に従って、手動でパッチ情報を元の

場所にコピー（リストア）できます。 

1. 以下の場所から AlreadyDownloadedPatchInfo.xml ファイルをコピーし

ます。 

「ProgramFiles¥CA¥SharedComponents¥capm¥capmconfig.F86757112A45

42daB576BC34469DBDD1」  

2. コピーされたこの AlreadyDownloadedPatchInfo.xml ファイルを以下の

場所にリストアします。 

「ProgramFiles¥CA¥SharedComponents¥capm¥PatchManager¥CA 

ARCserve Backup」  

3. 「capm.F86757112A4542daB576BC34469DBDD1」の名前を以下のレジス

トリ キーから解決されるパスと同じパス内にある「capm」に変更しま

す。 

「HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA ARCserve 

Backup Patch Manager¥PATCHESROOT」  

例： 「HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA 

ARCserve Backup Patch Manager¥PATCHESROOT」のレジストリ キー値が、

C:¥Program Files¥CA¥SharedComponents¥capm である場合は、

「C:¥Program 
Files¥CA¥SharedComponents¥capm.F86757112A4542daB576BC34469DBD

D1」から「C:¥Program Files¥CA¥SharedComponents¥capm」にフォルダ

の名前を変更します。 

注： 64 ビット マシンでは、「ProgramFiles」は「Program Files (x86)」に置

き換えられます。 
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クライアント 

クライアントは、1 つ以上のマシン/サーバ上に展開され、指定したステー

ジング サーバまたは CA サーバのいずれかと通信します。 

サービス パック 

サービス パックは、製品のメンテナンス用の更新を提供する方法です。

製品の最新の正式なリリース以降、最近の特定時点までのパッチが累積さ

れています。  サービス パックを使えば、それまでに発行されたすべての

パッチとサービス パックを個別にインストールする必要がなくなります。 

スーパーシード パッチ 

スーパーシード パッチは、別のパッチを新しいバージョンで置き換えた

修正です。  

ステージング サーバ 

ステージング サーバは、ダウンロードしたパッチを CA ARCserve Backup ク

ライアントにインストールする前に、一時的に保存する場所として使用す

るサーバです。 ステージング サーバ機能によって、CA サーバに接続して

パッチをローカルにダウンロードするサーバを設定できます。 ほかのマ

シン/サーバがインターネットへのアクセス権を持っていなかったり、CA 

サーバに直接接続させたくないような場合に、設定したステージング 

サーバにローカルで接続させて、そこからパッチをダウンロードすること

ができます。 ステージング サーバは、パッチが必要なすべてのクライア

ントのためのローカル リポジトリであり、クライアントは設定したサー

バにローカルで接続することですばやく安全にパッチを取得できます。 

セキュリティ パッチ 

セキュリティ パッチは、製品に重大なセキュリティ上の脆弱性があると

報告されている問題を解決するための修正です。 

チェックサム 

チェックサムは、データの保全性を保護する際に使用される、エラー検出

を使った簡単な冗長性の確認です。 チェックサムは、保存または伝送さ

れたデータの合計値のことをいいます。 データがストレージから取り出

された際、または送信先で受信された際に、チェックサムの値が新たに計

算され、元のチェックサム値と比較されます。 一致しなければエラーが

発生していることになります。 
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テスト パッチ 

テスト パッチ（またはテスト修正）は、報告されている製品の欠陥や問

題を修正できることが確認されているパッチ用の分類です。 CA のテクニ

カル サポートによる配布は、問題をレポートしたユーザに限定され、す

べての既存ユーザが一般的に利用できるわけではありません。 テスト 

パッチは、Patch Manager GUI の［パッチの更新］ペインに表示されません。 

テスト パッチが必要な場合は、テクニカル サポート

（http://www.ca.com/jp/support/）へお問い合わせのうえ、取得してくださ

い。 

デバイス パッチ 

デバイス パッチは、CA ARCserve Backup と共に使用する新たなデバイスを

サポートするためにリリースされる修正です。  

パッチ 

パッチは、製品の機能やセキュリティを修正または強化するように作成さ

れたファイルの小規模なセットです。 

簡易更新 

簡易更新は、CA が発行するすべての重要なパッチのダウンロードおよび

インストール プロセスを自動実行するための Patch Manager の環境設定

セクションです。 

個別パッチ 

個別パッチは、確認されている問題に対する修正で、テスト パッチによっ

て対処が確認できた製品欠陥にのみ対処します。 各個別パッチは累積さ

れ、次に提供される累積パッチまたはサービス パックにまとめて置き換

えられます。 

重要なパッチ 

重要なパッチは、影響が大きく広範囲に及ぶ問題の修正です。 重要なパッ

チは、ほとんどの環境で製品の動作にとって重要なソフトウェア修正です。 

ほとんどの場合、ハイパー パッチと同じです。 
 

前提条件パッチ 

前提条件パッチは、別のパッチを適用する前に適用する必要がある修正で

す。 たとえば、パッチ A がパッチ B の前提条件パッチの場合、パッチ A は

パッチ B をインストールする前にインストールする必要があります。 

http://www.ca.com/jp/support/
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発行済みパッチ 

発行済みパッチ（または発行済み修正）は、報告されている製品の欠陥や

問題を修正できることが確認されているパッチ用の分類で、通常、すべて

のユーザが利用できます。 発行済みパッチ（テスト修正は含みません）

のみが［パッチの更新］ペインに表示されます。 発行済みパッチは、CA の

テクニカル サポート（http://www.ca.com/jp/support/）からダウンロード

できます。 

累積パッチ 

累積パッチは、複数の製品エレメントやコンポーネントに影響する複数の

個別パッチを 1 つのパッチに統合し、発行して、既存の環境に適用するよ

うにまとめて提供する方法です。 各累積パッチは累積され、次に提供さ

れる累積パッチまたはサービス パックにまとめて置き換えられます。   
 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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